2011年8月6日　インド大使館　バガバッド・ギーター
　ギーターに関連してグナの三性質について説明を始めてから、約3年になりますが、そろそろ結論を述べたいと思います。

サットワの状態はもちろんラジャス、タマスよりはいいですが、それでも安定した、永遠な幸せをもたらしてはくれません。自分を縛っているのが金の鎖であってもそれは束縛には変わりなく、我々の目的はタマス、ラジャス、そしてサットワをも超越して自由になることです。
我々がネガティブな感情を持つのは、ラジャス、タマスの影響なのだとヒンズー哲学では説明されています。ラジャス、タマスを克服せずにいきなりポジティブになれませんが、原因が分かることで解決策も見えてきます。

ヒンズー哲学は非常に論理的で、深遠な心理学でもあり、我々の苦しみの原因であるこのグナというアイディア自体ヒンズー哲学独特のものであり、仏教も含めたほかの宗教には見られません。
ネガティブな感情の原因であるグナについて勉強し理解し実践を重ねることによって、ポジティブに変化することは出来ますしそれは良いことではありますが、我々の最終目的はポジティブに生きる事ではありません。我々の目標は超越的に生きること（Transcendental living）です。ポジティブな生き方も超越しなければいけないのです。
Negative　⇒　Positive　⇒　Transcendental　です。

超越的に生きること、悟り、解脱、サマディーは同義語です。
バガバッド・ギーターの第14章19節に説明があります。
Paramとは「超越した存在」の意味で、とても重要です。ブラフマンのことです。ヴェーダンタ協会の我々の本の中に、英語でa supreme reality（至高の実在、絶対の実在）という言葉が出てきます。また、a supreme truth（絶対の真理）という言葉も出てきます。そもそも「真理」という単語それ自体で絶対的で、至高のtruthを意味していますが、強調のために「絶対の真理」という言葉を使っています。しかし、absolute truth － relative truth「絶対的真理－相対的真理」と対比させて使う場合の「相対的真理」という表現に違和感があるなら「絶対的真実－相対的真実」という言い方のほうがいいかも知れません。大切なのは、Supreme reality、サンスクリット語でParamつまりブラフマンです。ブラフマンには二つの姿があります。Nirguna （ニルグナ）Brahmanと、Saguna（サグナ） Brahmanで、Saguna Brahmanは性質を持ったブラフマンの姿ですが、一番高いのはNirguna Brahmanで、無性質です。ニルは「無い」、グナは「性質」で、性質が無い、何もない、形もないものです。サグナブラフマンと普通の神様は同じです。いま説明しているParam（超越した存在）はニルグナブラフマンのことです。
ウパニシャッドにおける絶対の真理、絶対の実在とバガバッド・ギーターに出てくる至上主は同じものでありニルグナブラフマンのことです。クリシュナの名前が出てきますが、クリシュナは象徴であり、その本性はブラフマンです。クリシュナは人として肉体を持ち、アルジュナに助言する、などいろいろな高い性質を持っていますがバガバッド・ギーターで語られている内容は人・クリシュナについてではなく、ブラフマンについてです。
クリシュナはブラフマンのシンボルです。

バガバッド・ギーターは絶対の真理について述べています。

クリシュナは自分を絶対の真理と同一化して、サマディーに入りバガバッド・ギーターの話をしました。ギーターの中でクリシュナは「私」ということばを使い、「あなたは私に降伏しなさい」と言います。その時のクリシュナは人格を持った個人としての人間ではなく、ブラフマンです。そうでないと矛盾が起きます。個人としての性質を持っているクリシュナのままでは、絶対の真理たり得ません。
クリシュナが深いサマディーに入いり、ブラフマンと一体化して、いろいろな助言をしたというのがひとつの解釈、もうひとつはクリシュナはブラフマンのシンボルであるという解釈。どちらの考え方でも構いません。
ところで絶対の真理とは何でしょうか。皆さんが解脱の為に理解しておくべき、絶対の真理は何でしょうか。絶対の真実、至高の実在は何でしょうか。最初にそれを理解しないと解脱の目的が分かりません。皆さんは解脱、解脱、束縛から解放されたい、また生まれたくないと言いますが、アイディアが分かっていません。例えば「神様を信じています」と言っても、神様が何であるのか信じている人も分からない、信じていない人も分からない。あなたは本当は何を信じていますか、何を信じていませんか、そう聞いても分からないです。おかしいでしょう。自分が信じているもの（神）が何なのか、信じていないもの(神)が何なのかを深く考えないのです。解脱や霊的な人生を望み、神様が好きでそれを求めるなら、その求めている対象についての説明が大事ですね。バガバッド・ギーターの話の中心がそれです。それがブラフマンです。バガバッド・ギーター、ウパニシャッド、ヒンズー教の全ての聖典、ヒンズー教のみならず、全ての宗教の中心がそれ（神）です。しかし、他の宗教とヒンズー教、どこが違うのでしょうか。他の宗教の神は、全て性質を持っています。Saguna Brahmanであり、Nirguna Brahmanのコンセプトは余りありません。性質が何も無く、宇宙を創造せず破壊もしない神。一般的な神のアイデアを超越した神のもう一つの姿、神は何もしない純粋の意識というのがヒンズー教の神についてのアイディアの特徴です。ヒンズー教の聖典の全てについてその勉強の目的は、絶対の実在を理解することです。もちろん最初は形のある性質がある神様の事の勉強から始めますが、次の段階は、抽象的な何の形もない性質もない神ブラフマンを勉強します。しかし勉強の目的は同じです。
ブラフマンの本性は何なのか。ウパニシャッドにいろいろ引用があります。
＊サチダーナンダ　絶対の存在、絶対の知識、絶対の至福。
＊Truth of Truth　真実の真実、つまり絶対の真理。

＊一時的なものの中の永遠なもの。

＊全ての意識の源。

＊最小のものより小さく、最大のものより大きい。（カタウパニシャッドからの引用）

＊ひとつが全てになる

ブラフマンは最初一人ぼっちで少し寂しかったので、もう一人遊び相手が必要になり、自分の意識だけで宇宙を作りました。今ブラフマンはおおいに遊んでいますが、ブラフマンが遊ぶと我々は大変です。そして全ての物は最後にはひとつになります。
From one to many, and many to oneひとつのものが全てになり全てがまたひとつになる、これがはるか昔からのインドの哲学のアイディアです。これは継続的なサイクルで、宇宙のプロセスであるというのがヴェーダンタの考え方です。我々はひとつの源から生まれました。我々の目的は、戻る事、return journey（帰還の旅）、元の場所に戻る事です。沢山遊び大変な苦労をしたので、もとの場所（母なる神の懐）に戻りたいのです。霊的実践とは帰還の旅であり、ブラフマンから出たので、ブラフマンに戻ります。絶対の実在から出たので、絶対の実在に戻ります。それが霊的な実践の目的で、そのために勉強します。
「立ちあがれ、目覚めよ。目的に達するまで、戦わなければならない。」これはスワミ・ヴィヴェーカナンダがとても好きなカタウパニシャッドの言葉でした。スワミジが好きなもう一つの言葉はウパニシャッドの「全てはブラフマンなり、全ては実在なり、全ては純粋な意識なり」です。

これに関して、ラーマクリシュナとスワミ・ヴィヴェーカナンダの生涯の中の、有名な話があります。その頃スワミ・ヴィヴェーカナンダは若く、まだ僧侶になっておらず勉強中でした。西洋の哲学を沢山勉強し、大変頭がよく、理解のレベルがとても深かった。ある日、ラーマクリシュナはヒンズー教の聖典に関する話の中で「全てはブラフマンです」と言いました。人間は生き物で意識がありますから、人間がブラフマン（純粋な意識）であるのは分かります。しかし全てはブラフマンと言うなら、お皿もブラフマン、水もブラフマンということになりますが、お皿は動かないし、有限ですし、一時的ですし、意識のしるしが何もありません。物質なのに、どうしてブラフマンなのか。ヴィヴェーカナンダともう一人の弟子ハズラーは、その話をおかしいと笑いました。それを聞いたラーマクリシュナは隣の部屋からやってきて、何を話しているのかと尋ねました。それで二人は、先ほどの話がおかしいのではないかと言いました。するとラーマクリシュナは半恍惚の状態に入ってスワミ・ヴィヴェーカナンダに触れました。そのひと触れがヴィヴェーカナンダに大きな変容をもたらしました。その時ヴィヴェーカナンダは、全てのものが意識だけで作られていて、物質も何もかも意識でしかないという事を理解しました。触れられたあと、コルカタに戻る道でもずっと同じ経験をしました。全ては意識から出来ているという事を深く実感しました。食事の時のご飯もブラフマン、お母さんもブラフマン。ヴィヴェーカナンダは家の近くの公園の鉄製のフェンスに、自分の頭をぶつけてみました。鉄のフェンスも自分の頭も同じ意識から成り立っていることを確認するために。たとえば我々は車にぶつからないように気をつけますが、車も意識なら自分も意識で同じものなのだと実感できれば、ぶつかっても意識と意識ですから問題ないし、怖い事はないでしょう？その時のヴィヴェーカナンダはそのような境地にありました。その経験は二週間くらいずっと続いた後、徐々に薄らいでいきました。その時ヴィヴェーカナンダは本当に分かりました。ヒンズー教の絶対の真理についての教えは間違いではなく、想像上のことでもなく、真実であると。そしてウパニシャッドで述べられているこの特別な経験（Sarvam Khalvidam Brahma　全てはブラフマンなり）は、昔だけではなく今も可能であるという事が大事なポイントです。昔のインドの聖者だけが経験したのではなく、今も、現代でも経験できます。全ては意識です。マーヤーの影響、無知の影響で別々に見えますが、名前と形を取り除けば、基礎はブラフマンだけです。物と物、人と人、それぞれ違いますが、名前と形を取り除けば、残りは意識だけ、ブラフマンだけです。識別しなければ分からないのです。
ウパニシャッドの中のブラフマンについて話しましたが、これからバガバッド・ギーターの中に出てくるブラフマンについて話します。

バガバッド・ギーターの14章27節を見てください。

ここでの「私」とは人・クリシュナはありません。ブラフマンは永遠であり、衰えません。全ての物の基礎がブラフマンです。
それから第13章の13節から17節までを見てください。

na-sat  na-asatは、「有でもなく無でもない」です。有は有、無は無であり有と無は両立し得ず、「有または無」のはずです。それを「有でもなく無でもない」というのは矛盾に聞こえますが、そこで「相対的な真実と絶対的な真実」（relative truth － absolute truth）の理解が大事です。別の表現で「見かけの真実と本当の真実」（apparent truth － real truth）とも言えます。我々の目的は絶対の真理です。「見かけの真実」とは真理に見えますけど本当の真理ではありません。相対的な真実は、今現在一時的には正しいかもしれませんが、永遠ではなく最後には間違いになるかもしれません。我々は絶対の真実（真理＝絶対の真理）の勉強のために、比較として「相対的」、「見かけ」を理解する必要があります。

有るとも言えない、無いとも言えない。その意味はなんでしょうか。

relative truth と absolute truth、 apparent truth と real truthの理解が大事です。「見かけの真実」は例えば月の光です。月自体は光を出しておらず、実際は太陽の光を反射しているだけです、これが「見かけの真実」です。もう一つは一時的な真実と絶対的真実です。例えば、私は今存在しますが、何歳かまで生きて、亡くなります。このような種類の存在は一時的です。それは「相対的真実」です。絶対的真理は一時的ではないのでなくなりません。例えば太陽の写真ですが、ずっと遠くから写真を撮ります。別の写真も撮りますが、最初に撮った写真も「相対的真実」、もう少し近づいて撮っても「相対的真実」かなり近くに行って撮ってもやはり「相対的真実」です。本当の太陽のみが「絶対的真実」です。遠くから撮った写真は全て「相対的真実」です。このように考えると、ブラフマンが存在するとも言わない、ブラフマンの存在が無いとも言わない。何かが有るというとき普通我々は視覚、聴覚などの感覚を通して存在を認識しています。それが有るという、存在の証拠となりますがそれは粗大な物の場合です。もっと精妙なもの、例えば風は目に見えませんが、感じる事ができます。普通の物より精妙ですけれども、皮膚で認識できます。時々耳で音も聞こえます。目には見えず普通のものよりもっと精妙ですが、認識できます。さらに精妙なものがあります。心です。心は見えませんし精妙ですが、感じたり認識したりすることができます。知性も同じです。見えないけれども存在します。ブラフマンは、もっともっと精妙ですから見ることができない、認識もできない。そう考えるとブラフマンは無いと言えます。認識できないからです。普通の物は認識できるから、その存在があると考えます。ブラフマンは認識できないから有るとは言えない。なぜなら、一番小さいものよりも小さい、一番大きなものよりも大きい、それだけではなく、一番精妙な物よりも精妙だからです。subtler than the subtlest一番精妙なものよりも精妙だから、認識できないのです。認識できないから、ブラフマンが有るとは言えないでしょう。しかしブラフマンは無いでしょうか？それも言えません。なぜならブラフマンが無い場合は、全ての物、全ての生き物の基礎がなくなります。ブラフマンのみが基礎だからです。ブラフマンが見えなくても、全てのもの、全ての生き物の基礎はブラフマンです。ブラフマン無しでは何も存在できません。だからブラフマンが無いとは言えないのです。ブラフマンが無い時全てのものの存在は無い。全てのものの存在の基礎、全ての力、全ての光、全ての意識の源はブラフマンだからです。ですからブラフマンは絶対有るということになります。こう考えてくると、ブラフマンが有る、無い、どちらも言えない。ブラフマンは幻でしょうか？例えば蜃気楼があります。砂漠の中に見えますが、幻です。ブラフマンは幻でしょうか？蜃気楼でしょうか？もちろん違います。ブラフマンは実在です。絶対の真実だからです。
次の質問はブラフマンとは何であるかです。

14節

バガバッド・ギーターとウパニシャッドの中に全く同じ事が出てきます。クリシュナがウパニシャッドから引用したかのようです。皆さんの手はブラフマンの手、皆さんの足はブラフマンの足、皆さんの目はブラフマンの目、皆さんの耳はブラフマンの耳、皆さんの顔はブラフマンの顔、皆さんの頭はブラフマンの頭です。なぜならブラフマンは遍在で、ブラフマン以外何もなく、全てはブラフマンだからです。このように、ブラフマンを理解してください。

15節

いろいろな我々の感覚が働きますし、現れています。例えば目で物を見ますが、意識が無い時は目は機能しません。死んだ人は目があっても見えません。肉体的には目があっても、見えません。意識が無いからです。では全ての感覚は誰の力で、誰の意識で働きますか、動いていますか。心は誰の意識で考えますか。知恵は誰の意識、力で決定しますか、識別しますか。それはブラフマンの力で、ブラフマンの意識によってです。ブラフマンは全ての生き物の意識の源、全ての生き物の力の源で、全ての生き物の基礎です。しかし、ブラフマンには何の感覚もありません。人は感覚がありますから、見ますし、聞きます。ブラフマンは純粋な意識ですから何も感覚がありません。自分の身体が無いので、感覚も無いのです。しかし全ての感覚の基礎、全ての感覚の意識、力の源はブラフマンです。英語ではcatalytic agent(触媒)といいます。
ブラフマンはそのプロセスに参加しなくても、ブラフマンの影響でいろいろなものが働きます。

粗大なものも、精妙なものも、全てのものの基礎がブラフマンです。何も自分の感覚がない、asaktamアサクタン（non attached）執着が無いのです。執着は無知で有限で一時的であることから生じます。永遠、無限、知識の状態から執着は生じません。ブラフマンは無限、自由ですからブラフマンに執着はありません。ブラフマンは全ての物の基礎です。幻自体は実在では無いでしょうが、その幻にも基礎があります。それがないと幻も生まれないのです。粗大なもの精妙なものだけでなく、幻にも基礎があります。蜃気楼も基礎がなければできないのです。
暗い時、縄を見て蛇だと思う事があります。もちろんその蛇は想像したものです。しかしその間違った想像にも基礎があります。何も基礎が無い時には、縄を蛇だとは考えません。粗大な物の基礎だけではなく、精妙な物の基礎だけではなく、幻にも基礎があります、これがブラフマンです。識別してみれば、この宇宙も幻のようなものです。宇宙は本当には存在しないのです。人は無知なときに宇宙は実在すると考えます。悟った後には、宇宙は非実在であるという考えになります。宇宙は幻です。悟った後は、宇宙は影のようなもので、本当の実在ではありません。悟った人がサマディーから戻って同じ宇宙を見ても、その人にとって宇宙は影と同じです。我々は宇宙を実在と考えますが、執着、苦しみ、悲しみが生まれます。悟った後は全く苦しみがありません。なぜなら非実在ですから。これは大きな違いです。しかしその場合でも、その宇宙の基礎が無ければ影も生まれないのです。木が無ければ木の影もないので、木は木の影の基礎であると言えます。悟った後宇宙は影になりますが、その基礎はブラフマンです。ですから悟った後でもブラフマンはなくなりません。しかし影は非実在です。
次はNirgunaです。何も性質が無い状態のことです。それにもかかわらずブラフマンは、グナの影響で苦しみ楽しみを経験しています。サットワの結果は楽しみ、ラジャスの結果は悲しみ、タマスの結果は幻惑、それらをブラフマンは経験しています。自分は性質を持たないのにどのようにして？ブラフマンは我々の中に内なる魂として存在していますが、その内なる魂はマーヤーの影響によって、間違って自分を心、身体と同一視しています。（false identification, wrong identification）だから心が苦しい時は私も苦しい、心が楽しい時は私も楽しい。この意味で、我々の魂の中に、内なる自己の中に住んでいるブラフマンも、グナの影響で我々が経験する喜び、苦しみを経験します。
ヴィヴェーカナンダは西洋でヴェーダンタの考え、哲学を沢山説明しました。アートマンは自由、アートマンは永遠、アートマンは無限、あなたはブラフマン、あなたは純粋、あなたは自由と説明しました。
それを聞いていたひとりの人が「スワミジ、あなたは私に催眠術をかけているのですか」と聞きました。スワミジは「いいえ、私は催眠術を解いているのです。目を覚まさせているのです。」と答えました。なんと素晴らしい答えなのでしょう。既にあなたが自分自身に催眠術をかけていて、自分は心、自分は身体だと考えています。これは全く間違っていて、このままでは前に進めない状態ですから、それ解いているのです。これが真実です。

バガバッド・ギーターを学ぶのも同じことです。自分を身体、心、ストレス、問題、苦しみと同一視するのも催眠の状態です。聖典の勉強の目的は、催眠術を解くことです。すぐには解けないですから、何回も何回も勉強しないとなかなか変化しません。毎月一回第一土曜日だけではなかなか変化せず、ずっと同じ催眠の状況が続きます。
これが催眠術を解くことのプロセスです。
disidentificationとdehypnotizeは同じことです。非同一化です。

次は16節

全ての物の中にも外にもブラフマンがあります。ブラフマンは遍在です。普通のものは外側と内側が必ずしも同じではありません。しかしブラフマンはいつも一緒です。外も中もブラフマンです。例えば金の飾りは外も金、中も金ですね。波は外も水、中も水です。ブラフマンもそうです。全ての人の中もブラフマン、外もブラフマン、全ての生き物、無生物の外も中もブラフマンです。とてもとても精妙です。精妙よりも更に精妙なので認識できないのですが、見えなくても存在します。
ウパニシャッドの中にひとつの物語があります。
「ブラフマンは皆さんの中にどのように存在するのでしょうか」と先生が弟子に言いました。菩提樹に果物が実ります。菩提樹は大きいですが、その果実はとても小さいです。先生はそれを持ってきてそれを割り、その中身を見せました。とてもとても小さい種でした。大きな木なのに、とても小さい種で、ほうれんそうの種くらいの大きさでした。

その種も割ってみましたが、中には何もありませんでした。しかしもちろん、菩提樹の源が、芽が入っています。とてもとても精妙なものですから、それを植えると菩提樹が生えてきます。種が無いと芽は出ないでしょう。スワミは、potential divine,　皆さんの内なる自己はとても聖なるものである、と言いました。しかしpotential（潜在的）なので、現れる事が必要です。バターは牛乳からできますが、牛乳の中にバターが見えますか？見えません。しかし見えなくてもあります。ブラフマンも同じで、見えなくても、認識できなくても、絶対にあります。とても精妙ですから、理解できない、認識できない、分からないのです。一番遠いものもブラフマン、一番近いものもブラフマンでしょう。賢い人、悟った人にとってはブラフマンが一番近い存在です、なぜなら理解しているから。無知な人にはブラフマンは一番遠い存在です、なぜなら全然知らないから。ドイツの有名な哲学者エックハルトの言う言葉で”God is nearer than myself.”があります。神様は自己意識よりも私に近い。アートマン、ブラフマンは私の内なる自己、本性ですから、ブラフマンは一番近いものよりも近いということです。無知な人には一番遠い、悟った人には一番近い、それがブラフマンです。
